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Aus dem Pharmakologischen Institut der Okayama Med. Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. K. Okushima).

Uber die Wirkung der Gallensauren auf die Blutgerinnung.

(III. Mitteilung.)

Beziehung zur Leber und zu dem Retikuloendothelialsystem.

Von

Minoru Inaba.

Eingegangen am 7. Juni 1935.

Wenn beim Kaninchen durch Injek

tion von gelbem Phosphor, Tetrachlor

kohlenstoff und Chloroform Leberschadi

gung vorher hervorgerufen wird, so tritt 
die gerinnungsfordernde Wirkung des 

cholsauren Natriums und desoxycholsau

ren Natriums, die normaler Weise in 

kleineren Dosen konstatiert wird, nicht 

mehr auf, wahrend hingegen die ge

rinnungshemmende Wirkung der beiden 

Stoffe, die sonst in grosseren Dosen zu 

sehen ist, dadurch verstarkt wird. Nach

 der Blockierung des Retikuloendothelial

systems durch Verabreichung von Tusche 

oder Kollargol und nach Verabreichung 

von Electralgol unter gleichzeitiger Re

sektion der Milz erleiden die beiden 

Wirkungen der Gallensauren analoge 

Einflusse. Die Verstarkung der ge

rinnungshemmenden Wirkung tritt aber 

bei der Schadigung der Leberzellen viel 

ausgesprochener ein als bei der Blockie

rung des Retikuloendothelialsystems. 

Aus diesen Resultaten ist zu schliessen,
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dass bei der fordernden sowie hemmen

den Wirkung der beiden Gallensauren 

auf die Blutgerinnung die Leberzellen 

und das Retikuloendothelialsystem beide 

eine grosse Rolle spielen, und dass bei

 der gerinnungshemmenden Wirkung mit

unter die Leberzellen damit in viel 

innigerer Beziehung stehen.

(Kurze Inhaltsangabe.)
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緒 言

余ハ前報告ニ於テ,膽 汁酸就中「ヒヨール」

酸及 ビ「デゾオキシヒヨール」酸ノ血液凝固機

轉ニ對 スル作用ヲ研究 シ,夫 等ハ 「カルチウ

ム」,「ク レアチニン」等ノ諸種新陳代謝竝ニ

血糖及 ビ種 々滑平筋臟器等ニ對 シテ作用スル

ガ如ク,植 物性神經系統 ニ對 シ中樞竝ニ末梢

性 ニ作用シテ,血 液凝固性ニ對 シ其ノ小量ハ

催進的ニ,中 等量及 ビ大量ハ抑制的ニ作用ス

ルモノナルヲ知 レリ.然 レドモ之等膽汁酸 ノ

血液凝固作用ニ於テ,之 等植物神經系以外各

種臟器 トノ關係ニ就 テハ,余 ノ寡聞未 ダ其ノ

詳細ニ報告 セラレタル文獻有 ルヲ知 ラズ.又

凡 ソ今日ニ至ル迄諸家ニ據 リ神經系以外ニ血

液凝固ニ關係アリト云ハ レタルハ肝臟,脾 臟

及 ビ其 ノ他 ノ網状織内被細胞系統等ニシテ,

肝臟ガ血液凝固機轉ニ對 シ重要ナル任務 ヲ有

スルコ トハ最早周知 ノ事實ナルモ脾臟乃至網

状織内被細胞系統ニ至 リテハ諸家 ノ意見未ダ

一致セザル所アリシガ,最 近當教室ノ黒田15)

ハ本系統モ亦血液凝固 ト密接ナル關係 アリト

主張セリ.

飜ツテ黄疸ノ際ノ血液凝固障碍ニ對 シ膽汁

酸ハ如何ナル態度ヲ有スルカノ問題ニ就テハ

副島1)ハ 種々ノ臨牀及 ビ實驗的研究 ノ結果所

謂膽毒性出血性素因ノ原因ハ肝臟障碍 ヲ以テ

説明スル以外,膽 汁酸 ノ血中過剩鬱積 ヲ以テ
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説明スルコトヲ得ズ ト云 ヒ,又 糟谷2)モ 黄疸

時ノ血液凝固障碍ニ對シ膽汁酸 ノ影響ハ殆 ド

除外視 シテ可ナルベシト報告 セリ. Rywosch3)

ハ膽汁酸ノ ミヲ以テ膽毒症 ノ總テノ症候 ヲ説

明 シ得 ト結論セリ,然 レドモ膽汁酸 ノ血液凝

固作用ニ對 シテ肝臟ガ如何ナル關係 ヲ有 スル

ヤハ未ダ全ク明カナラズ,思 フニ膽汁酸 ハ肝

臟ニ於テ生成セラルルモノナレバ肝臟 トモ離

ル可カラザル關係ヲ有 シ,從 ツテ之 ガ血液凝

固作用ニ於テモ必ズヤ肝臟 トハ密接ナル要約

ノモ トニ有ルモノナラン,又 肝臟内ニハ二種

ノ重要ナル細胞存シ即チ肝實質細胞及 ビ星芒

細胞ナルガ,之 等兩細胞 ノ内何 レガ其ノ作用

ニ參與セルヤモ圖ラレズ.

以上ノ如クンバ,余 ハ膽汁酸ノ血液凝固作

用ニ關 シ,肝 臟機能及 ビ網状織内被細胞系統

ガ如何ナル態度 ヲ有スルカヲ攻究スルハ,之

等膽汁酸ノ血液凝固作用機轉 ヲ探索 スル上ニ

於テ肝要ナ事 ト思惟 シ,本 實驗ヲ企テタ リ.

第1章　 實 驗 方 法 及 ビ材 料

本 實 驗 ニ際 シ テハ,主 トシテ成 熟 健 康家 兎 ヲ使

用 シ,血 液凝 固 時間 及 ビ凝 固要 素 「トロ ン ビ ン」,

「フイブ リノゲ ー ン」含 量測 定 ハ田 中4)及 ビWohl

gemuth5)法 ニ據 リ,血 餅凝 縮 力 測 定 ハ余6)ガ 第

1報 告 ニ於 テ發 表 セ ル方 法 ニ據 リテ行 ヘ リ.而 シ

テ使 用 藥 品 ハ「デ ゾオ キ シ ヒー ル」酸 「ナ トリウ ム」,

「ヒ ヨー ル」酸「ナ トリウ ム」(「メル ク」會 社製)及 ビ

四鹽 化 炭 素(石 津 商店 製),「 エ レ ク トラル ゴ ー ル」

(佛 國clin製 「ア ンブ ル レ」入),「 コ ラル ゴ ー ル」

(圓 城 商店 製)竝 ニ「ク ロ ロ フオ ル ム」,黄 燐,精 製

墨 汁等 ナ リ.又 實 驗 中 器具 ハ其 ノ都 度 清 洗 シテ使

用 シ,注 射 ハ主 トシテ 側腹 皮下 或 ハ耳 靜 脉 ヨ リ行

ヒ,時 ニ經 口的 投 與 モ ナ シ,分 量 ハ 常 ニ體重1kg

ニ對 ス ル量 ヲ以 テ示 セ リ.

第2章　 肝臟 機能障碍 ノ影 響

肝臟 ガ血液凝 固機轉 ニ對 シテ或 ル關係 ヲ有

スルナ ラン トハ古來 コリ諸家 ニ ヨリ報告 セラ

レタ ル所 ニ シテ,今 文獻 ヲ繙 クニ, Doyon及

ビ其 ノ門下7),8),9),10)ハ 犬 ニ於 テ肝臟 ヲ除去

スル トキ,肝 動脉 ヲ「バ ラフ イン」ヲ以 テ填塞

スル トキ或 ハ肝 臟ヲ損傷 スル トキ,血 液 ハ凝

固性 ヲ消 失 シ,血 液中 ノ「フ イブ リノゲー ン」

ノ減 少ヲ來 ス コ トヲ認 メ,又 更 ニ蛙 ニ於 テ肝

臟 ヲ剔出 スル トキハ血液 ハ凝 固性 ヲ失 フノ ミ

ナ ラズ,正 常ナ ル蛙 ニ其 ノ脱 纎維 素性血液 ヲ

注射 スル トキ注射 セラ レタル血液 ノ 「フイ ブ

リノゲー ン」ハ速 ニ再 生セ ラルルニ反 シ,肝

臟 ヲ剔出 セル蛙 ニ之 ヲ注射 スル トキハ之 ガ再

生 セ ラレザ ル事實 ヨ リ「フイブ リノゲー ン」ハ

肝臟 ニテ形成 セ ラルル モノナ リ ト述 ベタ リ.

次 ニNolf11)モ 蛙 ニ於 テ肝臟 ヲ剔出 シ血液 ノ

凝固 セザル コ トヲ認 メ,此 際血液 中 ノ 「フイ

ブ リノゲー ン」及 ビ「トロンボゲン」ノ減 少ス

ル コ トヲ實驗 シ,肝 臟ハ「フイ ブリノゲ ー ン」

ノ ミナ ラズ「トロンボゲ ン」ヲモ形成 スル モノ

ナ リ ト云ヘ リ.又Meek12)ハ 正 常ナル犬 ニ於

テハ,血 液 中 ノ「フイ ブ リノゲ ー ン」ハ迅速 ニ

再生 スルモ,肝 動脉 及 ビ門脉 ヲ結紮 スル トキ,

又 ハEck氏 瘻 管 ヲ作ル トキハ其 ノ再 生ハ著

シク減弱 スルカ,又 ハ消 失スル コ トヲ認 メ,

肝 臟 ハ「フイブリノゲー ン」ヲ形成 スル機能 ヲ

有 スル ト云ヘ リ.次 ニTichy13), Hutten14)等

ハ「レン トゲ ン」線 ヲ以テ肝臟 ヲ照射 スル トキ

ハ,血 液凝 固時間 ノ短縮 スル コ トヲ實驗 セ リ.

209



2244 稻 葉 實

又 黒田15)ハ家 兎ニ「クロロフオ ルム」,燐 及 ビ

四鹽 化炭素 ヲ注射 シ,又 肝固有動脉 ノ結紮或

ハ二,三 肝葉切除等 ニ ヨリ肝臟機能 ヲ障碍 セ

シム レバ血液凝固性ハ著明ニ減退 ス ト謂 ヘ リ.

又副 島1)ニ ヨ レバ家 兎總輸膽 管 ヲ結紮 セバ其

ノ翌 日既 ニ高度 ノ黄疸 出現 シ,同 時 ニ血液凝

固時 間ハ遲延 シ來 リ,時 日ノ經過 ニ從 ヒ血清

「ビリル ビン」増加 ト共 ニ凝固力モ益 々障碍 セ

ラ レ,甚 ダシキハ全 ク凝固 セザルニ至ル コ ト

往 々ナ リシ ト,而 シテ此場合 ニハ血液凝固要

素 「トロ ンビン」,「 フイブ リノゲ ー ン」及 ビ

「カル チウム」量 ノ 多 少ノ 減 少ア リキ ト云 ヘ

リ.而 シテ家 兎肝 固有動脉結紮 ノ際 モ稍 々著

明 ノ凝固障碍 ト輕度 ノ凝固要素減 少 ヲ見タ リ

ト報告 セ リ.次 ニ糟谷2)ハ 黄疸 ト血液凝 固作

用 トノ關 係 ヲ研 究 セン トテ家 兎及 ビ犬 ニ於

テ,總 輸 膽管結紮,肝 固有動 脉結 紮,肝 臟大

切除,四 鹽化炭素,黄 燐 ノ皮下注射竝 ニ「クロ

ロフオル ム」經 口的投與 ヲセ シニ,何 レモ多

少血 液凝 固性 ノ減退 スルヲ認 メタ リ.又 黄疸

或 ハ肝臟疾患 ノ際,血 液凝固性 ノ障碍 セ ラル

ル コ ト多 キハ,多 數 ノ臨牀醫 家ニ ヨリ報告 セ

ラ レシ所 ニ シテ,枚 擧 ニ遑 ナキ有樣 ナ リ.而 シ

テKauders16)ハ 膽 石症, Petren17), Morawitz

及 ビBierich18)ハ 膽 毒症 ノ患 者ニテ 血液凝 固

性著 シク低下 スル コ トヲ認 メ,副 島1)ハ 總 テ

ノ臨牀竝 ニ實驗 的研 究 ノ結 果,所 謂膽毒性出

血 性素 因 ノ原因 ハ肝臟障碍以外 ヲ以 テ解決 ス

可 カ ラズ ト論 ゼ リ.又 佐藤19)ハ 種 々疾患 中,

肝 硬變症 ニテハ血小板減 少 シ,凝 固時間 ハ遲

延 シ凝縮 力又減退 シ,肝 腫瘍及 ビ肝黴毒 ニテ

モ血液凝固時間遲延 シ,肝 脾聯合疾患 ニテハ

正 常時 トハ大差 ナク,又 「カタール」性黄疸 ニ

テハ略 ボ正常カ又ハ時ニ稍 々延長 シ, Weil氏

病ニテハ重症ナル程遲延度強ク,又 肝實質細

胞毒物 タル燐,「 ク ロロフオ ルム」中毒 及 ビ黄

疸「スピロヘータ」ニヨル犬實驗的肝臟機能障

碍 ニ於 ケル凝 固時間 ハ著 シク延長 ヲ示 シ,血

餅凝縮力減退 シ,白 血球及 ビ血小板 モ亦之 ト

並行的ニ減 少 セリ ト云ヘ リ.

即 チ之等 ノ事實 ヨリスルモ,肝 機能 ハ血液

凝固作 用ニ對 シテ極 メテ密接 ナル關 係 ヲ有 ス

ルハ自 ラ肯定 セラル ル所 ナ リ.故 ニ余 ハ血液

凝固ニ對 シ,膽 汁酸 ト肝臟 トノ關係 ヲ知 ラン

ト欲 シ,豫 メ黄燐,四 鹽化炭素,「 ク ロロフオ

ルム」 ニ ヨリ其 ノ機 能 ヲ障碍 セル家兎 ニ,之

等物質 ヲ投與 シテ,之 等 膽汁酸 ノ作 用機轉 ヲ

窺 ヘ リ.

1.黄 燐 ニ ヨル實驗

今黄燐 ガ血液凝固 ニ對 スル作 用 ニ就 テノ諸

家 ノ報 告 ヲ觀 ル ニ, Tachi20)ハ 黄燐 中毒 ノ ト

キハ血液凝固性 ハ抑 制 セラルル ヲ明カ ニシ,

 Lidbeck21), Bibra22), Nasse23)等 ハ犬 ニ燐 ノ

「オ レー フ」油溶 液 ヲ毎 日少量 ヅツ投與 スル ト

キハ,血液凝 固性 ハ消 失スルヲ認 メ, Loewin24)

ハ燐 中毒屍體 ノ血液 ハ稀 薄暗赤色 ナル例 ノ多

キヲ記述 セ リ.然 レドモ, Munk及 ビLeyden25)

ハ燐 中毒 ニ於 ケル血液凝固性 ハ大 多數 ノ場合

ニ於 テ變化 ヲ來 タサ ズ ト主張 シ,又Senstle

ben26), Huber27), Silbemann28)等 ハ燐 中毒

ニ際 シ血液 ハ凝 固セザル場合 ノ却 ツテ多 キ コ

トヲ報告 セ リ.次 ニCorin及 ビAnsiaux29)ハ

犬 ニ就 テ燐 中毒 ヲ起 サ シメ其 ノ血液凝固性 ノ

變化 ヲ觀察 セ シニ,中 毒經過速 カナル場合 即

チ24時 間 内外 ニ於 テ 斃 死 スルガ如 キ 場合 ニ

於 テハ,該 凝固性 ニ變 化 ヲ來 サザ ルモ,中 毒
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經 過 比較的緩漫ナル場合,即 チ4日 内外 ニ於

テ斃死 スルガ如 キ場合 ニ於 テハ,血 液ハ屍體

内ニ於 テ長 ク液状 ニ止 マル コ トヲ認 メ,是 レ

「フイブ リノゲー ン」,「 トロンビン」及 ビ「ブ

ロ トロンビン」 ノ缺 乏 ヲ來 セル ニ因 ル ト云ヘ

リ.又Cevidalli30)ハ 犬 ニ就 テ亞急性中毒 ノ

後期 ニ於 テ血液 ハ凝 固 セザル コ トヲ認 メ,同

時ニ「フイブ リノゲー ン」,「 トロンビン」ノ減

少 ヲ觀タ リ.次 ニDoyon31)ハ 犬 ニ就 キ久保32)

ハ家 兎ニ就テ,急 激 ナル經 過即 チ24時 間以 内

ニ於テ斃死 セシム ルガ如 キ中毒 ニ於 テモ亦血

液凝固性 ノ低 下 スルヲ認 メ, Doyonハ 其 ノ原

因 ヲ「フイブリノゲーン」ノ減少 ニ歸 セリ.

依 リテ余ハ0.5%黄 燐「オレーフ」油溶液 トシテ

3ccヲ 家兎側腹皮下注射ヲ行ヒ, 24時 間經過後凝

固時間ヲ測定セシニ,注 射前ニ比シ何 レモ遲延セ

ルヲ認メシ故,之 等1群 ノ家兎ニ膽汁酸ヲ家兎體

重1kgニ 就 キ0.02g及 ビ0.05g皮 下注射 シ,其 ノ

血液凝固時間,凝 固要素含量及ビ血餅凝縮力ノ消

長ヲ觀察セリ.

A.「 ヒヨール」酸「ナ トリウム」

黄燐注射ニヨリ血液凝固障碍 ヲ被 レル家兎 ノ凝

固時間,凝 固要素及ビ血餅凝縮力ニ對シテ,「 ヒヨ

ール」酸 「ナトリウム」0.02gヲ 注射スルニ,最 早

催進作用ハ出現セズシテ,注射後15分 乃至2時 間

又ハ3時 間ニ於テ同膽汁酸注射前ニ比 シ抑制作用

ヲ呈シ,就 中, 30分 乃至1時 間最モ著 シク,又 更

ニ0.05gヲ 注射セシニ,注射後15分 乃至3時 間ニ

於テ抑制作用ヲ呈シ,就中30分 乃至2時 間著 シク

出現シ,同 量ノ膽汁酸單獨注射時ノ抑制作用 ヨリ

モ其 ノ作用遙ニ強ク現ルヲ觀ル.

第1表　 膽 汁 酸 ト 黄 燐 ト ノ 關 係(1)

「ヒ ヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

B.「 デ ゾオ キ シ ヒ ヨ ー ル」酸 「ナ ト リウム」

又「デ ゾ オキ シヒ ヨ ール 」酸 「ナ ト リウ ム」モ黄燐

中 毒 後 ニハ凝 固 時間,凝 固 要 素,血 餅 凝 縮 力 ニ對

シ,コ ノ0.02g注 射 ノ際 ハ催 進 作用 ヲ呈 セ ズ シテ,

注 射 後15分 乃至2時 間或 ハ3時 間 ニ於 テ,同 膽 汁

酸 注 射 前 ノ夫 等 ニ比 シテ抑 制 作用 ヲ呈 シ,就 中30

分乃至1時 間ニ於テ最モ著シク,又0.05gヲ 注射

セシニ,注射後15分 乃至3時 間ニ於テ抑制作用ヲ

呈シ,就中30分 乃至2時 間最モ著明ニ抑制作用 ヲ

呈シ,此 作用ハ同量ノ膽汁酸單獨注射時ニ呈スル

モノヨリモ遙ニ増強セルヲ觀ル.

第2表　 膽 汁 酸 ト 黄 燐 ト ノ 關 係(2)

「デ ゾオ キ シヒヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

即チ黄燐ニヨリ血液凝固性 ノ減退セル家兎

ニ之等膽汁酸ノ小量及ビ中等量ヲ與 フレバ,

最早夫等ノ催進作用ハ發現 セズシテ,却 ツテ

抑制作用ヲ呈 シ,就 中,中 等量注射時ノ方其

ノ作用遙ニ強ク,又 黄燐中毒前 ヨリモ遙ニ強

シ.

2.四 鹽 化 炭 素 ニ ヨル 實 驗

四 鹽 化 炭 素 ニ 就 キ テ モ 種 々 研 究 セ ラ レ,

 Mauro33), Cutler34), Fuhner35), Chandler

 u. Chopra36),和 田37),久 保 田 及 ビ清 水38)等

ハ 其 ノ 中 毒 作 用 ニ 就 テ 報 告 シ, Lamson及 ビ

Wing39),池 口40)等 ハ コ ノ投 與 ニ ヨ リ肝 臟 ニ

著 明 ノ病 變 ヲ起 シ,血 液 中 ニ纎 維 素 原 ノ減 少

著 明 ナ リ ト云 ヘ リ.次 ニ 糟 谷2),黒 田15)等 ハ

家 兎ニ四鹽化炭素 ヲ與 フ レバ,血 液凝 固時間

ハ極 メテ著 明ニ遲延 シ,「 トロンビン」,「フイ

ブノゲー ン」亦 著明ニ減 少スルヲ示 シ,尚 ホ

糟谷 ハ本物 質投與 ノ結果肝臟 ノ著明 ナル變 化

ヲ組織 學的 ニ觀察報告 セ リ.

仍 リテ余ハ糟谷等ノ實驗ヲ踏襲シテ,四 鹽化炭

素ヲ家兎體重1kgニ 就 テ0.85ccヲ 側腹部ヘ皮下

注射シ, 24時 間經過後之等膽汁酸ヲ與ヘテソレガ

凝固性ニ及ボス影響ヲ觀察セリ.

A.「 ヒヨール」酸「ナ トリウム」

四鹽化炭素ヲ注射シタル家兎ニ於テハ,血 液凝

固時間ハ著明ニ遲延シ,血 清中「トロンビン」竝ニ

「フイブ リノゲーン」量ハ甚ダ減少セルヲ觀ル,而

シテカカル處置後「ヒヨール」酸「ナ トリウム」ヲ體

重1kgニ 就 キ0.02g注 射セシニ,家兎 ノ血液凝固
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時間,凝 固要素,血 餅凝縮力ニ對シテ, 15分 乃至

3時 間ニ於テ抑制作用ヲ呈シ,就 中30分 乃至2時

間著明ナリ.又0.05gノ 注射時ハ注射後15分 乃

至3時 間ニ於テ抑制作用ヲ呈シ,就 中30分 乃至

2時 間最モ著明ナルヲ觀ル.

第3表　 膽 汁 酸 ト 四 鹽 化 炭 素 ト ノ 關 係(1)

「ヒ ヨール」酸「ナ トリウム」

A.

B.
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B.「 デ ゾオ キ シ ヒ ヨ ール 」酸 「ナ ト リウム 」

「デ ゾ オ キ シ ヒ ヨー ル」酸 「ナ ト リウ ム」ヲ四鹽 化

炭 素 中 毒 家 兎 ニ與 フ レバ血 液 凝 固 時 間,凝 固要 素

含 量,血 餅 凝 縮 力 ニ對 シテ,其 ノ10.02g及 ビ0.05g

ノ注射ハ,注 射後15分 乃至3時 間ニ於テ,抑 制作

用 ヲ呈シ,就 中30分 乃至1或 ハ2時 間最モ著シ

ク, 0.05g注 射 ノ際ハ正常家兎ニ注射時呈スル抑

制作用ヨリモ其 ノ作用稍々増強ヲ來セリ.

第4表　 膽 汁 酸 ト 四 鹽 化 炭 素 ト ノ 關 係(2)

「デゾオ キシヒヨール」酸「ナ トリウム」

A.

B.
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即チ四鹽化炭素 ニ ヨリ血 液凝 固性 ノ減退 ヲ

來 セル家 兎ニ之等膽汁酸 ノ小量 及 ビ中等量 ヲ

與 フルニ,小 量 ノ催 進作用ハ出現 セズ シテ,

抑 制作用 ヲ呈 シ,就 中,中 等 量以上 ノ トキハ

其 ノ抑制作用 ノ増強甚 シ.

3.「 ク ロロフオルム」ニ ヨル實驗

「クロロフオ ルム」中毒 ニ際 シテハ,肝 臟 ニ

脂肪性變 性及 ビ壞死 ヲ來 スハ諸家 ノ認 メシ所

ニ シテ,又 之 ニ ヨリ肝臟 ノ障碍 セラ レシ時 ノ

血液凝固ニ關 シテハ, Doyon41)ニ 據 レバ犬 ニ

「ク ロロフオル ム」ヲ經 口的 ニ投與 スルカ或 ハ

吸入 セシムル トキ,死 ノ直前 又ハ後 ノ血液ハ

液状 ヲ呈 セ リ ト云ヘ リ.又Mendenhall42)ハ

「クロロフオルム」麻醉 ニ依 リ血液凝 固時間 ハ

遲延 セ リ ト報 告 セ リ.次 ニWhippel及 ビ

Hurwitz43)ハ 「クロロフオ ルム」麻醉 ヲ長 ク行

ヘバ肝臟 ノ壞死 ヲ來 シ,血 液 中ニ 「フイ ブ リ

ノゲ ーン」ノ消失 ヲ來 ス ト云ヘ リ.次 ニ糟谷2)

ハ家 兎ニ「クロロフオル ム」ヲ投與 シテ血 液凝

固性 ヲ觀察 セシニ,其 ノ小量 ハ何等變化 ヲ生

ゼザ リシモ,之 ヲ數囘持續 的 ニ投與 ス レバ次

第 ニ「フイ ブリノゲ ー ン」,「 トロンビン」量 ハ

減少 シ,同 時 ニ凝 固時間 モ之 ニ隨伴 シテ遲延

シ,又 比較的大量 ヲ一時 ニ與 ヘタル時 ハ直チ

ニ凝固時間 ハ遲延 シ,「 トロン ビン」,「フイ ブ

リノゲー ン」 ハ著明 ニ減少 スル ヲ知 レリ.又

黒田15)モ「クロロフオルム」ノ連續注射 ハ凝固

時間 ヲ遲延 セ シメ,「 トロ ンビン」,「ブイ ブリ

ノゲー ン」ヲ減 少セ シムルヲ觀 タ リ.

故 ニ余ハ家兎ニ「クロロフオルム」0.4ccヲ 經口

的ニ投與シ,約24時 間經過後,凝 固時間ノ遲延 シ,

「トロンビン」,「フイブ リノゲーン」ノ減少 ヲ來セ

ル時,之 等ノ膽汁酸ヲ皮下注射 シ,以 テ其 ノ血液

凝固性ヲ觀察セ リ.

A.「 ヒヨール」酸「ナトリウム」

「ヒヨール」酸「ナトリウム」ハ家兎 ノ血液凝固時

第5表　 膽 汁 酸 ト「ク ロ ロ ホ ル ム」 ト ノ 關 係(1)

「ヒ ヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

間,凝 固要素及ビ血餅凝縮力ニ對シ,其 ノ0.02g

ノ注射ハ,注射後30分 乃至2時 間ニ於テ抑制作用

ヲ呈 シ,就 中30分 乃至1時 間最モ著 シケレド,

 0.05gノ 注射ハ注射後30分 乃至3時 間ニ於テ抑

制作用 ヲ呈シ,就中30分 乃至2時 間ニ於テ最モ著

シクシテ,正 常家兎ニ同量注射時ノ作用ニ比シ遙

ニ増強セルヲ觀ル.

B.「 デ ゾ オ キ シ ヒ ヨ ール」酸 「ナ ト リウム」

「デ ゾオ キ シ ヒ ヨ ール」酸 「ナ ト リウム」 モ其 ノ

0.02g及 ビ0.05gニ 於 テ,家 兎 血液 凝 固時 間,凝

固要 素 及 ビ 血餅 凝 縮 力 ニ對 シテ,注 射 後30分 乃至

2或 ハ3時 間 ニ於 テ 抑制 作用 ヲ呈 シ,就 中30分 乃

至1或 ハ2時 間 ニ於 テ最 モ著 シク,特 ニ 中等 量 以

上 注 射 時 ノ抑制 作用 ハ正 常 家 兎 ニ同 量 注 射 時 呈 ス

ル抑 制 作用 ヨ リモ著 シ ク増 強 セ ル ヲ觀 ル.

第6表　 膽 汁 酸 ト 「ク ロ ロ ホ ル ム」 ト ノ 關 係(2)

「デ ゾオ キ シヒヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

即 チ「クロロフオル ム」ニ ヨリ血液凝固性 ノ

減退 セル家 兎ニ,之 等膽汁酸 ノ小量及 ビ中等

量 ヲ注射 スルニ,其 ノ小量 ノ血液凝固時間,

凝 固要素含量及 ビ血餅凝縮 力ニ對 スル催進作

用 ハ現 レズ,常 ニ抑 制作用 ヲ呈 シ,就 中,中

等 量以上注射 セル時 ハ正常家 兎ニ同量 注射 セ

ル時 ヨリモ,其 ノ抑 制作用遙 ニ増 強 シ,且 其

ノ持續時間 モ長 キヲ觀 ル.

第3章　 網状織内被細胞系統 トノ關係

1913年 清野, Aschoff等 ガ網状織内被細胞

系統 ノ意義 ヲ確定 シテヨリ,諸 種 ノ新陳代謝

調節作用,異 物攝取作用,抗 體産生作用,血

球破壞作用,膽 汁色素生成作 用等 ノ如ク生理

的ニ重要ナル機能ヲ有スルハ一般ニ知 ラレタ

ル所ニシテ,今 之ガ血液凝固ニ對 スル關係 ヲ

文獻 ニ徴 スルニ,
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Stephan44)ハ 止血困難ナル諸疾患 ニ脾臟 ノ

X線 放 射 ヲ行 ヒテ止血 ニ著效 ヲ奏 スルヲ見,

之 ガ本態 ニ關 シテハ,脾 臟 ノX線 ニ依 ル刺戟

照射 ノタメ脾臟 ハ網 状織 内被細胞 ノ機能亢進

ヲ來 タ シ, Fibrinfermentノ 増 加 ヲ起 スニ由

ル ト稱 シ,脾 臟 ヲFibrinfermentノ 産 生地 ト

目シ,且 脾臟 ハ血液 凝固 ノ中樞器官 ナ リ ト主

張 セリ.又 肝臟,脾 臟,骨 髓等 ノ臟器 ガ血液凝

固ニ對 シ一定 ノ關係 ヲ有 スル コ トハ,古 來 ヨ

リ諸家 ニ ヨリ研究 セラ レシガ之等 ハ網状織 内

被細胞 ニ富 メル點 ヨリシテ,該 系統 ノ血液凝

固 トノ關係 ヲ窺 フニ實 ニ意義深 キモ ノナ リ.

又 七田45)ハ種 々ナル實驗 ノ結 果生體臟器 ニハ

恐 ラク血液凝固 ノ中樞 ト見 ルベ キモ ノナク,

就 中肝臟 ハ血液凝固ニ對 シ最 モ主要 ナルモノ

ナ リ ト,又 腎出血 ノ高度ナルモノニ脾臟 部X

線 放射 ニヨリ一時的止血 ヲ來 シ,肝 臟放 射ニ

ヨリテ全 ク止血セ シメタ リ ト云ヘ リ.次 ニ佐

藤19)ハ墨 汁及 ピ「コラル ゴール」注射 ニ ヨリ網

状織 内被 細胞系 ノ填塞 ヲ行 フニ,前 者 ノ場合

ハ凝 固時間短縮 シ,凝 縮 力増加 スル モ,後 者

ノ場合 ハ注射 囘數 ヲ重 ヌルニツ レテ凝固時間

及 ビ凝縮力減退 シ,血 小板 ハ兩者 ノ場合 トモ

減 少 シ,白 血球 ハ前者 ノ場合 ハ増加 シ,後 者

ノ場合 ハ減少ヲ來 シ,赤 血球數 ハ減 少セ シニ

ヨリ,血 液凝 固性 ハ網 状織 内被細胞系 トモ密

接 ナル關係 ニア リ ト報告 セ リ.又 前 田46)ハ 該

系統 ト「ブイフ リノゲー ン」生成 トノ關係 ヲ研

究 シ,封 鎖實驗 ニ ヨリテ血液中 ノ 「フイブリ

ノゲーン」減 少 ヲ報 告 シ,中 谷47)ハ 家 兎ニ一

定量 ノ「エ レク トラルゴール」ヲ注 入 スル トキ

ハ「トロンビン」含量 ノ減少 ノ著 明ナルヲ證明

シ,網 状織内被 細胞 系 ト「トロンビン」 生成

トノ間ニ密接 ナル關係 ア リト論及 セ リ.又 武

田48)ハ 家 兎靜脉 内ニ濃厚 「エ レク トラル ゴー

ル」 ヲ注射 スル ニ,血 液凝 固時間著 明ニ延長

セ リ ト.然 レドモ若林49)ハ 網 状織 内被細胞系

ハ血 液凝固機轉 ニ對 シ,左 程重 要 ナル關係 ヲ

有 スルモ ノニハ非 ズ シテ,該 現象 ニ關與 スル

主要細胞 ハ寧 ロ之 ヲ他 ニ求 ムベ シ ト云 ヘ リ.

糟 谷50)モ 亦 該細胞系 ハ血液凝固作 用 ニ對 シ,

何 等重大 ナル關係 ヲ有 セズ ト論 ゼ リ.

次 ニ所謂網 状織 内被細胞系統 ノ封鎖即 チ,

 Blockierungヲ 行 フニ當 リ,諸 家 ハ好 ンデ墨

汁又 ハ膠樣銀 ヲ應 用 シ,今 日迄諸般 ノ問題 ニ

解決 ヲ與ヘタルモ ノナ リ.然 レドモ其 ノ封鎖

實驗 ノ成績 タル ヤ,動 物 ノ種類 ニ ヨリ或 ハ各

其 ノ個性 ニ ヨリテ動揺ナ キ能 ハズ. Aschoff51)

ハ一 般填塞 ニ ヨリ該細胞系 ニ色素或 ハ膠質 ヲ

蓄積 セシメ該部 ノ機能 ヲ停止 シ,其 ノ機 能 ヲ

知 ラン ト欲 スルハ甚 ダ困難ナ リ ト云ヘ リ.斯

ノ如 ク封鎖實驗 ハ頗 ル複雜 ナル關係 ニア リ,

況 ヤ汎 ク身體各部 ニ散在 スル當該細胞系 ノ機

能 ヲ完全 ニ填塞 スルハ實 ニ不可能 ノ コ トニ シ

テ,唯 程度 問題 タル ヲ免 レズ,此 點 ニ關 シテ

ハ專 ラ先賢 ノ教 示 スル所 ヲ踏襲 セリ.

1.墨 汁封鎖 實驗

墨汁 ニ據 リ該 細胞系 ヲ封鎖 セ ン トスルハ,

從 來諸 家ニ ヨリ推奨 セ ラレシ所 ニシテ,墨 汁

試驗 ニ於 ケル組織學的検 査 モ多 クノ學者 ニヨ

リテ試 ミラ レ,宇 野52)ハ 造 血器 ニ於 テ其 ノ詳

細 ナル實驗 ヲ行 ヒ,清 野53), Voigt64), Nissen55)

等 ハ墨 汁,膠 樣 銀液注入 ノ際 ノ肝臟 ノ組織學

的所見 ニ就 キ詳細ナル研 究 ヲナセ リ.又松 山56)

ハ海 〓 ノ頸靜 脉 ニ墨汁加澱粉 液 ヲ注入 シテ
,

血 小板數 ヲ見 シニ,血 小板 ハ一時減 ズル モ,
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2-3日 後 増加 シ5日 頃 ヨリ正常値 トナ レリ ト

云ヘ リ.

實驗方法

余ハ實驗ニ際 シ使用墨汁ハ次 ノ如クシテ精製セ

リ,即 チ純良ナル唐墨 ヲ生理的食鹽水ニヨリテ,

滑澤ナル硯二テ極メテ細心ノ注意ノモ トニ研磨シ

テ墨汁ヲ作ル.然 レドモ此時ノモノハ靜脉注射ニ

適セザル故, 2-3囘 濾紙ニテ濾過 シタルモノヲ消

毒セリ.又 該墨汁ノ濃度ハ常ニ一定 ノモノヲ製ス

ルハ極メテ困難ナレバ,日 本紙 ニ書キテニヂマザ

ル程度 トシ, 1度 ニ多量ヲ精製シ置キテ,實 驗中

常 ニ同一 ノモノヲ使用シ,注 射ハ耳靜脉ヨリ極メ

テ徐々ニ行ヘリ.墨 汁ハ家兎體重1kgニ 就 キ3cc

ヲ1日1囘4-5日 間繼續注射シ,毎 日其 ノ凝固時

間,凝 固要素含量及ビ血餅凝縮力ヲ注射前 ノモノ

ト比較測定セリ,然ルニ墨汁注射後4-5日 後 ニ於

テハ,凝 固時間ハ注射前ニ比 シテ遲延 シ,凝固要素

含量及ビ血餅凝縮力ハ稍々減少セルヲ認 メタリ.

仍 リテ余ハ墨汁注射後4-5日 後 ニ之等膽汁酸

ヲ皮下注射 シ實驗セリ.

A.「 ヒ ヨ ー ル」酸 「ナ トリウ ム」

「ヒ ヨ ー ル」酸 「ナ トリウ ム」ヲ 家 兎 體 重1kgニ

就 テ0.02g注 射 セ シ ニ,血 液 凝 固 時 間,凝 固 要素

及 ビ 血餅 凝 縮 力 ニ對 シテ,注 射 後15分 乃 至1時 間

ニ於 テ,最 早 催 進 作 用 ハ 出 現 セ ズ シ テ,寧 ロ抑制

作 用 ヲ呈 シ,就 中30分 後 最 モ著 シ.更 ニ0.05gヲ

注 射 セ シ ニ,注 射 後15分 乃至2時 間 ニ 於 テ抑 制 作

用 ヲ呈 シ, 30分 後 最 モ著 シ ク,且 其 ノ作用 ハ正 常

家 兎 ニ同 量 注射 セ ル時 呈 ス ル モ ノ ヨ リモ 稍 々 強度

ナ ル ヲ觀 ル.

第7表　 墨 汁 封 鎖 實 驗 成 績(1)

「ヒ ヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

B.「 デ ゾオ キ シヒ ール 」酸 「ナ トリウ ム」

「デ ゾ オ キ シ ヒ ヨー ル」酸 「ナ トリウ ム」 ニ於 テ

モ,血 液凝 固時 間,凝 固 要 素含 量及 ビ血 餅凝 縮 力

ニ對 シ抑制 作 用 現 レ, 0.02g及 ビ0.05gノ 注射 ノ

場合注射後15分 乃至2時 間ニ於テ同藥物 注射前

ニ比シ抑制作用ヲ觀,就 中0.05g注 射 時ノ抑制作

用ハ,正 常家兎ニ同量注射セル時呈スル作用ヨリ

モ明カニ増強セルヲ觀ル.

第8表　 墨 汁 封 鎖 實 驗 成 績(2)

「デ ゾオ キシ ヒヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

即 チ墨汁 ニ ヨリ該細胞系 ヲ封鎖 セル家 兎ニ

之等膽汁酸 ヲ投與 セ シニ,其 ノ凝固時間,凝

固要素 含量及 ビ血餅凝縮 力ハ注射前 ノモ ノニ

比 シテ,其 ノ小量注射 ノ催進作 用ハ現 レズ シ

テ,僅 ニ抑制的作用 ヲ觀,中 等量以上 ノ トキ

ハ正常家 兎ニ同量注射時 ニ呈セ シヨリモ稍 々

強 キ抑制作用 ヲ呈 セ リ.而 シテ此 中等量以上

ノ抑制作用 ガ本操 作 ニ ヨリ増 強 スル程度 ヲ先

ノ肝 臟障碍 ニ因 ル場合 ト比較 スルニ,其 ノ程

度ハ此場合 ニ於 テ先 ノ場合 ヨリモ ヨリ輕 度ナ

ル ヲ觀 ル.

2.「 コ ラル ゴール」封鎖 實驗

「コラル ゴー ル」モ亦網 状織 内被細 胞封鎖劑

トシテ屡 々使 用セ ラル.從 ツテ之 ニ關 スル研

究實 ニ多 ク, Lepene57),永 野58),中 村59)等 ハ

「コラル ゴール」填塞 ニ ヨ リ網 状織 内被細胞系

ノ機能不全 ヲ惹起 ス ト主 張 シ,天 野60)ハ 家 兎

體重毎kg 1%「 コラル ゴール」0.65gハ 殆 ド

全 ク脾臟 ノ赤 血球被 壞作 用 ヲ抑 止 シ,且 「コラ

ル ゴール」同 量 ノ3日 間連續 注射 ハ,總 テノ

網 状織 内被細胞系 ノ機能 ニ對 シ,比 較的 完全

填塞量ナ リ ト報告 セ リ.

仍 リテ余ハ1.0gノ 「コラルゴール」ヲ乳鉢ニ入

レ十分ニ磨 シ,之 ニ0.85%食 鹽水ヲ加ヘテ100cc

トナ シ,後1囘 濾紙ニテ濾過シ,且 消毒セリ.而

シテ斯シテ製シタル溶液ヲ,家 兎體重1kgニ 就キ

0.65ccヲ, 1日1囘3日 間連續耳靜脉注射 シ,且

毎 日凝固時間,凝 固要素含量及ビ血餅凝縮力ヲ注

射前ノモノト比較測定 セリ.然 ルニ凝固時間稍々

遲延 シ,凝 固要素含量及ビ血餅凝縮力ハ稍々減少

セルヲ觀 タリ.故 ニ余ハ之等ノ家兎ニ膽汁酸ヲ注

射 シ,以 テ其 ノ凝固性ヲ觀察セ リ.
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A.「 ヒ ヨ ー ル」酸 「ナ トリウム」

「ヒ ヨ ール」酸 「ナ トリウ ム」ハ血 液 凝 固 時 間,凝

固 要 素含 量及 ビ血 餅 凝 縮力 ニ對 シ,家 兎體 重1kg

ニ就 キ0.02g注 射時 ニ ハ,注 射 後30分 乃至1時 間

ニ於 テ僅 ナ レ ドモ抑 制 作 用 ヲ呈 シ,正 常家 兎 ニ於

ケル如キ催進作用ハ認 メラレズ.更 ニ0.05gノ ト

キハ,注 射後30分 乃至2時 間ニ於テ抑制作用ヲ

現シ,コ ノトキノ作用ハ正常家兎ニ同量注射時呈

スル抑制ヨリモ稍々強度ナ リ.

第9表　 「コ ラ ル ゴ ー ル」封 鎖 實 驗 成 績(1)

「ヒ ヨール」酸「ナ トリウム」

A.

B.
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B.「 デ ゾ オキ シヒ ヨー ル」酸 「ナ トリウム 」

コ ノ場 合 モ「ヒ ヨ ール」酸 「ナ トリウ ム」ノ時 ト殆

ド同 樣 ニ シテ,家 兎 血液 凝 固性 ニ對 シ,其 ノ0.02g

注 射 時 ハ 注射 後30分 乃 至1時 間 ニ於 テ 抑 制 作用

ヲ呈シ, 0.05gノ トキモ注射後30分 乃至2時 間ニ

於テ抑制作用 ヲ呈スレドモ,此 時ノ抑制作用ハ,

正常家兎ニ同量注射時現ルルモノヨリモ稍々増強

セルヲ觀 タリ.

第10表　 「コ ラ ル ゴ ー ル」 封 鎖 實 驗 成 績(2)

「デ ゾオ キ シヒヨール」酸「ナ トリウム」

A.

B.
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即 チ 「コラル ゴール」 ヲ以テ網状織 内被細

胞系 ヲ填塞 セル家 兎ニ,之 等 ノ膽 汁酸 ヲ投與

ス レバ,其 ノ血 液凝固時間,凝 固要素含量及

ビ血餅凝縮 力ニ對 シテ,夫 等 ノ小量 ハ僅 ナ レ

ドモ抑制作用 ヲ呈 シ,更 ニ中等量以上 ノ トキ

ハ,正 常家 兎ニ同量注射時 ニ呈 セシ場合 ヨリ

モ稍 々増強 セル抑制作用 ヲ觀 タ リ.

3.脾 臟 剔出及 ビ「エ レク トラル ゴー

ル」填塞 實驗

凡 ソ諸般 ノ問題ヲ研究 スルニ當 リ,網 状織

内被細胞系 ヲ封鎖 ノ目的 ニ墨 汁注射以外 ニ脾

臟剔出及 ビ「エ レク トラルゴ ール」注射 ノ行 ハ

ルル ア リ.藤 田61)ハ 網 状織 内被細胞系 ト水分

代謝 トノ關係 ヲ研 究 セン トテ,牌 臟剔出 ヲ行

ヒ翌1日 ノ間隔 ヲ置 キ毎 日1囘3日 間膠 樣銀

トシテ銀「エ レクロイ ド」ヲ注射實驗 セシニ,

剔 脾 ト「エ レクロイ ド」併用 ハ脾臟剔出 ノ ミノ

時 ヨリ其 ノ影響著 明ナル ヲ報告 シ,黒 田15)ハ

脾臟剔出 ト同時 ニ「エ レク トラル ゴール」填塞

ヲ行 フ トキハ,血 液凝固時間 ハ毎常遲延 シ,

凝 固要素含量及 ビ血餅 凝縮 力ハ減弱 スル ヲ報

告 セ リ.次 ニ中谷47),武 田48)等 ハ家 兎ニ 「エ

レク トラルゴール」 ヲ注射 セシニ,血 液凝 固

性 ノ減退 スル ヲ夫 々報告 セ リ.

仍 リテ余ハ先賢ノ報告セル如ク脾臟剔 出及 ビ

「ニレクトラルゴール」填塞ニ依 リ,之 等膽汁酸 ノ

血液凝固ニ對スル作用機轉ヲ攻究 スルハ,實 ニ興

味アルモノト思 ヒ次 ノ如キ實驗ヲ行ヘリ.

先ヅ健康成熟家兎ニテ,左 側季肋部ニ於ケル横

切開ニヨリテ,脾 臟剔出ヲ行ヒ,翌1日 ノ間隔ヲ

置キ,毎 日1囘3日 間「エレクトラルゴール」ヲ家

兎體重1kgニ 就 キ4.0cc靜 脉的注射シ,同 時ニ毎

日血液凝固時間,凝 固要素含量及ビ血餅凝縮力ヲ

測定セシニ,何 レモ之等ハ著シク抑制 セラルルヲ

觀 タリ.

仍 リテ之等ノ處置ニヨリテ網状織内被細胞系統

填塞 ヲ行ヘル1群 ノ家兎ニ,之 等膽汁酸ヲ注射シ

以テ其 ノ血液凝固性ヲ觀察セリ.

A.「 ヒ ヨール」酸「ナトリウム」

「ヒヨール」酸 「ナ トリウム」ハ家兎血液凝固時

間,凝 固要素含量及ビ血餅凝縮力ニ對シテ,其 ノ

第11表　 脾臟剔出及 ビ「エ レク トラル ゴール」填塞實驗 成績(1)

「ヒ ヨール」酸「ナ トリウム」 .

A.
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B.

0.02g注 射 時ハ,注 射後15分 乃至2時 間ニ於テ抑

制作用 ヲ現 シ,就 中30分 乃至1時 間最モ著 シ.更

ニ0.05g注 射 時モ注射後15分 乃至2時 間ニ於テ

抑制作用 ヲ呈シ,就中30分 乃至1時 間最モ著明ニ

現ル,而 シテ0.05g以 上注射時ハ,正 常家兎ニ同

量注射時呈スルモノヨリモ其 ノ抑制作用ノ増強セ

ルヲ觀タリ.

B.「 デ ゾオ キ シ ヒ ヨ ー ル」酸 「ナ トリウ ム」

「デ ゾオ キ シヒ ヨー ル」酸 「ナ トリウ ム」ノ際 ハ,

血液 凝 固 時 間,凝 固要 素含 量 及 ビ血 餅凝 縮 力 ニ對

シテ,ソ レ ノ0.02g及 ビ0.05g注 射 時 ハ 注射 後15

分 乃至2時 間 ニ於 テ,抑 制 作 用 ヲ呈 シ,就 中30分

乃至1時 間 最 モ著 シ.而 シ テ0.05g以 上 注射 時 ニ

モ抑 制 作用 ヲ呈 シ,其 ノ抑 制 作用 ハ 正常 家 兎 ニ同

量 注射 時呈 ス ル モ ノヨ リモ遙 ニ増 強 セ リ.

第12表　 脾臟剔出及 ビ「エ レク トラル ゴー ル」填塞實驗 成績(2)
「デ ゾオ キシヒヨール」酸「ナ トリウム」

A.
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B.

即チ以上ノ如 ク脾臟剔出及 ビ 「エ レク トラ

ルゴール」ニヨリ網状織内被細胞系統 ヲ填塞

セル家兎ノ血液凝固時間,凝 固要素,「 トロン

ビン」及ビ「フイブリノゲーン」含量及ビ血餅

凝縮力ニ對 シ,之 等膽汁酸ノ小量注射ハ,正

常家兎ニ於ケルガ如ク催進作用ヲ呈セズ著 シ

キ抑制作用ヲ呈 シ,其 ノ中等量以上ノ場合ハ,

正常家兎ニ同藥物 ノ同量注射時呈スル作用 ヨ

リモ遙ニ増強セル抑制作用ヲ呈スルヲ觀ル.

第4章　 總括及 ビ考察

黄燐,四 鹽化炭素,「 ク ロロフオルム」等 ニ

ヨリ肝臟機能 ヲ障碍 セシメ,其 ノ血液凝固性

ノ減退 セル家兎 ノ血液凝 固時間,凝 固要素含

量及 ビ血餅 凝縮 力等 ニ對 シ,「ヒヨール」酸「ナ

トリウム」及 ビ「デ ゾオキ シヒヨール」酸「ナ ト

リウム」 ノ小量 ハ正 常ノ場合 於 ケルガ如 キ

催進作用ヲ呈セズシテ抑制作用ヲ呈シ,更 ニ

同物質中等量以上ハ正常家兎ニ同量注射時ヲ

呈スルヨリモ遙ニ増強セル抑制作用ヲ呈 セシ

メ,其 ノ抑制作用ハ黄燐,四 鹽化炭素使用ノ

時最モ著 シク「クロロフオルム」ノ場合之 ニ亞

グ.

次ニ墨汁,「 コラル ゴール」注射又ハ脾臟剔

出 ト「エ レク トラルゴール」注射等ニヨリテ網

状織内被細胞系統ヲ封鎖セル家兎ニ於テハ血

液凝固時間ハ延長 シ,凝 固要素含量及 ビ血餅

凝縮力ハ著 シク減退 ス,而 シテ其 ノ場合之等

膽汁酸 ノ小量投與ハ最早催進作用ハ出現 セシ

メズシテ,却 ツテ僅ナ レドモ抑制作用ヲ呈セ

シメ,更 ニ中等量以上 ノ投與 ニヨリテハ,正

常家兎ニ同量注射時呈セシ抑制作用ヨリモ遙

ニ強キ作用 ヲ觀ル.而 シテ其ノ作用ハ墨汁及

ビ脾臟剔出 ト「エ レク トラルゴール」注射 ノ場
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合 ノ方更ニ著明ニシテ,「 コラルゴール」填塞

ノ場合 ハ之 ニ亞グヲ見ル.又 黄燐,四 鹽化炭

素,「 クロロフオルム」等ニヨリ肝臟ヲ障碍セ

ル場合 ト,網 状織内被細胞系填塞又ハ之 ト脾

剔出ノ場合 トヲ比較 スレバ,膽 汁酸ニヨル凝

固抑制作用ノ増強ハ前者 ノ場合ハ後者ノ場含

ヨリモ著 シ.

即チ以上 ノ實驗成績 ヨリシテ考察スルニ,

先 ヅ肝臟機能 ト血液凝固ノ關係ニ就テ按ズル

ニ,之 ガ作用機轉ニ參與スルハ肝實質細胞ナ

リヤ又ハ星芒細胞ナルヤハ實 ニ興味 アル問題

ニシテ,凡 ソ黄燐,四 鹽化炭素,「クロロフオ

ルム」等 ノ中毒ニアリテハ肝實質細胞ハ勿論

星芒細胞モ同時 ニ障碍セラルルハ諸家ノ報告

セル所ニシテ,且 又之等ノ投與ニヨリ夫々肝

臟ニ障碍 ヲ被 レル家兎ニ之等膽汁酸ヲ與ヘ シ

トキ,夫 等家兎ノ血液凝固性 ニ各 々影響ヲ與

ヘル點 ヨリ推察スルニ,之 等兩細胞中何 レモ

ソレガ原因ニ關與セルハ疑ナカル可 シ,而 シ

テ之等膽汁酸ノ血液 凝固催進作用ハ以上 ノ原

因ニヨル肝臟機能障碍時ニハ毫モ發現 セザル

ヲ以テ,本 作用ノ發現ニハ肝機能 ガ參與 スル

モノ ト考ヘラル,又 之等膽汁酸ノ中等量以上

ノ凝固抑制作用ハ却ツテ増強セラルルモ肝機

能 ノ障碍ニ基因スルモノ ト見做サ レ,從 ツテ

本抑制作用ノ所在モ亦肝臟ニ在ルモノ ト推定

セ フ ル.

次ニ網状織内被細胞系統 トノ關係 ノ有無ヲ

窺 フニ,該 細胞系統ハ肝臟,脾 臟,骨 髓,淋

巴腺等ニ分布 シ,就 中肝臟ニ於テハ星芒細胞

トシテ多量ニ存在 スルハ周知 ノ事實ニシテ,

墨汁,「 コラル ゴール」注 入及 ビ脾臟 剔出 ト

「エ レク トラル ゴール」注射 等ニ ヨリ該細胞系

ヲ填塞 スル時,夫 々血液凝固時間 ハ遲延 シ,

凝 固要素「トロンビン」,「 ブイブ リノゲー ン」

含量及 ビ血餅凝縮 力等 ノ減 少ヲ來 セル ハ,即

チStephan44),黒 田15),佐 藤19),前 田46),中

谷47)等 ノ報告 セル所 ト一致 セルモノニ シテ,

是 レ網状織 内被細胞系統 モ亦血液凝固機轉 ト

密接 ナル關係 ニ アル ヲ明 カニ確 證 セルモノニ

シテ,更 ニ以上 ノ如 キ處置 ニヨ リテ該 細胞系

統填塞 ヲ行 ヒシ時,之 等膽汁酸ノ家 兎血液凝

固性 ニ對 スル作 用ハ先 ノ肝機能障碍 ノ場合 ト

同軌 ノ影響 ヲ蒙 ル コ トヨリ按 ズル ニ,是 レ恐

ラク該細胞系 モ同樣 ニ之等膽汁酸 ノ家兎血液

凝固作 用ニ關與 スルモノナルべ シ.而 シテ之

等膽汁酸 ノ血液凝 固抑制作用 ノ増強 セ ラルル

程度 ガ肝臟 機能 障碍 時 ニ於テ網状織 内被細胞

系封鎖時 ヨリモ著明ナル事實 ヨリ觀 レバ,本

物質 ノ作用 ニハ肝臟 ノ方 ガ網状織 内被細胞 系

ヨリ重大 ナル關係 ヲ有 スルモ ノナル ヲ示 スガ

如 シ.而 シテ其 ノ作 用機 轉 ニ肝 實質細胞 ノ ミ

ナ ラズ星芒細胞及 ビ網状織内被細 胞系(肝 臟,

脾 臟,骨 髓)等 ノ臟 器 ハ一部 凝固要素生成 ヲ

ナスモノタルベ ク,之 等膽汁酸 ノ作 用 ニ ヨリ

「トロン ビン」,「 フイブ リノゲー ン」ノ増減 ス

ル ニ依 ルモ ノナル可 シ.

結 論

1.黄 燐,四 鹽化炭素,「 クロロフオル ム」

等 ノ投與 ニ ヨリ血液凝固性 ノ減退 セル家 兎ニ

「ヒヨール」酸 「ナ トリウム」及 ビ「デ ゾオ キシ

ヒヨール」酸 「ナ トリウム」ヲ與 フルニ,凝 固

時 間,凝 固要素 含量及 ビ血餅 凝縮 力等 ニ對 シ

テ,其 ノ小量 ハ正常 ノ場合 ニ於 ケル如 キ催進

作 用 ヲ呈 スル コ トナ ク常 ニ僅ナル抑制 作用 ヲ
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呈シ,又 中等量以上 ノ トキハ正常家兎ノ場合

ヨリモ遙 ニ増強 セル抑 制作 用ヲ呈 セ シム.

2.墨 汁,「 コラル ゴール」及 ビ脾臟 剔出 ト

「エ レク トラル ゴール」注射 等ニ ヨリ網状織 内

被細 胞系統封鎖 ヲ行ヘ ル家 兎ニ,之 等膽汁酸

ヲ與 フルニ,此 場合 モ同樣血液凝固時間,凝

固要素「トロンビン」及 ビ「フイブ リノゲー ン」

含量,血 餅凝縮 力等ニ對 シテ,其 ノ小量ハ僅

ニ抑制作 用ヲ現 シ,又 中等量以上 ノ時 ハ正常

家兎ノ場合 ヨリモ其ノ 抑 制 作 用 ヲ増 強 セシ

ム.

3.中 等量以上ノ膽汁酸 ノ凝固抑制作用ノ

増強ノ程度ハ,肝 臟障碍ノ場合 ニ於テ,網 状

織内被細胞系統障碍時 ヨリモ著 シ.

4.「 ヒ ヨール」酸 「ナ トリウム」及 ビ「デゾ

オキ シヒヨール」酸 「ナ トリウム」ノ血液凝 固

機轉 ニ對 スル作用 ニ於 テハ,肝 細胞及 ビ網状

織内被細 胞系統 ハ重要 ナル役 目ヲ演 ズルモノ

ノ如 ク,殊 ニ前者 ノ方後者 ヨリモ大 ナル關係

ヲ有 スルモ ノナ ラン.

(本論文ノ内容ハ第9囘 日本藥理學會ニ於テ

發表セリ).
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